
北京中医薬大学日本校友会成立大会 ご挨拶 

尊敬する北京中医薬大学校長 徐安龍先生 

尊敬する中華人民共和国駐日本国大使館教育処公使参事官 胡志平先生 

尊敬する北京中医薬大学校友会副秘書長 閻興麗女士 

各位来賓 

校友門 大家好！！ 

 この度は、北京中医薬大学日本校友会の成立に対しまして、衷心よりお喜び申し上げま

す。この成立大会にご参加いただきました北京中医薬大学校長 徐安龍先生、中華人民共

和国駐日本国大使館教育処公使参事官 胡志平先生、北京中医薬大学校友会副秘書長 閻

興麗女士、各位来賓、校友の皆様に対しまして、衷心より感謝申し上げます。 

 

 私が北京中医学院〔現北京中医薬大学〕に入学したのは 1975 年でした。当時、5 人の日

本人留学生が一緒に北京中医学院に入学をさせていただきました。振り返りますと、すで

に 42 年前のことなのですね。この 40 数年の間に多くの日本人留学生が北京中医薬大学を

共通の学び舎(母校)として、多くのことを学び、日本に帰国してから色々な分野でご活躍

のことと思います。 

 

 この度の北京中医薬大学日本校友会の成立は、北京中医薬大学という共通の母校で学ん

で日本で活躍している日本の同学達、中国の同学達の新たな交流の場と機会を創出してく

れました。この校友会を日本における相互交流の基地とし、多くの校友たちが日本におい

て相互交流を深め、いっそうご活躍されますことを、心より期待しております。 

 

 また北京中医薬大学を卒業した多くの校友達により多くの国で校友会がすでに成立して

おり、母校である北京中医薬大学を中心として、世界的な交流が行われております。私た

ちの日本校友会は、本日誕生したばかりですが、母校である北京中医薬大学および多くの

国ですでに設立され他方面にわたって活動をされている北京中医薬大学校友会のご支援と

ご協力を賜りますことにより、世界的な学術交流を視野に入れて、一歩一歩ですが着実に

発展していくものと、心より期待しております。 

 

 最後に、母校である北京中医薬大学および北京中医薬大学日本校友会の一層の発展を祈

念するとともに、また皆様の今後の一層のご活躍を期待し、私の挨拶とさせていただきま

す。 

謝謝大家！！ 

学校法人後藤学園ライフエンス総研中医学研究所所長 兵頭 明 

2017 年 6 月 17 日 東京 


